
令和６年度　事業報告 

 

調査研究部 

 

 １　学校の管理運営に関わる調査及び研究に関すること

 （１）第４１回北海道公立学校事務長研究協議会の開催

　　　〇令和６年９月12～13日の２日間日程で、ホテルライフォート札幌で開催した。主管支

 部は道南支部。主な内容は次のとおり。

　　　　　◆講　　　演　　演　　題：「スクールロイヤーの実務」 

 　　　　　　　　　　　　　講　　師：廣部・八木法律事務所　弁護士　森　洋仁　様

　　　　　◆研究協議Ⅰ　　発 表 題：「給食会計手数料節減の取り組み」 

 　　　　　　　　　　　　　発表支部：上川支部

　　　　　　研究協議Ⅱ　　発 表 題：「公宅売却について」 

 　　　　　　　　　　　　　発表支部：宗谷支部

　　　　　　研究協議Ⅲ　　発 表 題：「予算の節減について」 

 　　　　　　　　　　　　　発表支部：留萌支部

　　　　　◆グループ討議　テ ー マ：「人材育成について」 

 　　　　　　　　　　　　　講　　師：北海道教育庁総務政策局総務課

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　主幹（人材育成官）　西山　一朗　様

 

 （２）道立学校事務改善に関する必要な調査研究

　　　事務改善による学校事務の効率化・省力化の推進及び課題の改善策について、調査研究を

 行う。

    　○「省力化」について、現に実施していること、環境や経費の問題で実施できていないこ

と、規則等の改正が可能であれば実現できそうなこと、等から絞り込みは行わず、広く

研究していくこととした。また、過去の事務室の状況と現状を比較確認し、将来はどの

 ようになっているのかという観点も盛り込みながら研究を進めていきたい。

 

 （３）人材育成に係る調査研究

　　　事務長の資質向上及び昇任候補者、初任者等の効果的な人材育成等に係る調査研究を行う。 

　　　○調査研究部として教育庁総務政策局総務課主幹（人材育成専門官）と連携した取り組み

 を行うことはできませんでした。

 　　

 ２　会員の資質向上に関すること

 （１）調査研究推進委員研究協議会の開催

　　　調査研究推進委員と本部調査研究部との連携強化及び調査研究活動の活性化を図るため、

 研究協議会を開催した。

 　　　　　◆期　　日：令和６年（2024年）11月22日（金）

 　　　　　◆会　　場：ホテルライフォート札幌

 　　　　　【研究協議会の内容】

 　　　　　　①ＩＣＴ実技研修「ＡＩを活用して業務改善!」

 　　　　　　　講　　師：NAGANO-R 代表 長野 修二 氏

 　　　　　　②研究協議Ⅰ

 　　　　　　　・本部設定テーマによる全体協議

 　　　　　　　　「簡易型空調機器の設置及び使用状況について」

 　　　　　　　・支部間で協議を要する議題報告

 　　　　　　　・各支部情報交換



  

（２）新任事務長等への研修支援 

　　　支部が行う新任事務長及び昇任候補者等を対象とした研修等の取組に対し、講師斡旋や謝

金、旅費等の開催経費の支援を行う。 

　　　〇各支部からの要望はなし。 

 

 ３　調査研究活動の推進に関すること

 （１）支部研究を活用・発信するための研究

    　各支部の研究活動等を取りまとめて他支部に情報提供し、翌年度の調査研究推進委員研究

協議会における協議題への採用や全道・全国研究協議会での発表等につなげるなど、各支部

 の調査研究推進委員と連携し、支部活動を活用・発信する方策について研究を行う。

　　　〇調査研究推進委員研究協議会後のアンケートで得られた回答内容を参考に、次年度の調

査研究推進委員研究協議会の研修テーマや本部設定協議題に取り上げる等の対応を考え

 ている。

　　　○各支部の研究活動等を他支部へ情報提供する機会を設けることができなかった。調査研

 究推進委員研究協議会の場を活用する等検討していきたい。

 （２）支部研究活動への支援

　　　事務長会所有のZoomアカウントを支部研究活動でも活用してもらい、活発な研究活動に

 つながるようオンライン開催への支援を行う。

　　　〇調査研究部から各支部に積極的に発信することができなかった。Zoomアカウントの管

 理は副事務局長管轄であり、今後は別な形での支援を検討する必要がある。

 

 ４　その他

　　部会はZoomを活用し、会場集合にかかる部員の負担軽減に努め、研究活動を行った。次年

度も引き続き部員の負担軽減に努めながら研究活動を行いたい。


